
科目分類 看護専門科目 領域別看護 開講時期 2年 後期 

科目名 小児発達学 

選択/必修 選択 単位数（時間数） 1単位 15時間 授業形態 講義 

担当教員 濵園 環 ・ 後藤千佐子 

メールアドレス t-hamazono@tsuruga-nu.ac.jp オフィスアワー 
何時でも可 

(事前アポイント必要) 

 

授業目的 
子どもの成長発達について、近年着目されている「アタッチメント」と,「発

達障害」について学修する。 

授業概要 

前半は、子どものアタッチメントとアタッチメントを形成させる養育者−乳幼

児の相互作用を心理・社会的側面だけでなく神経内分泌学的観点（神経ペプチ

ド「オキシトシン」の関与）も含めて教授する。さらに後半は,発達障害のある

子どもの発達への支援と課題について教授する。 

授業計画 

第 1～2回 アタッチメント研究の歴史/アタッチメント行動の発達段階/ 

アタッチメントパターン/乳幼児期・児童期におけるアタッチメン

トの広がりと連続性       ※レポート課題➀ 

第 3～5 回 養育者の感受性とアダルトアタッチメント/養育者と乳幼児の相互

作用/養育者の対児感情_神経内分泌学的観点から/アタッチメン

ト理論に基づく親子関係支援 ※レポート課題② 

第 6回 発達障害とは(後藤) 

第 7回 発達障害～福井県の現状と支援(ゲストスピーカー) 

第 8回 発達障害のある小児と家族への支援と課題(後藤) 

教材 

参考文献等 

【教科書】適宜提示する 

【参考書】 

Bowlby J:母子関係の理論 I;愛着行動.黒田実郎・大羽 蓁・岡田洋子他(訳)，

215-388,岩崎学術出版,2007. 

数井みゆき／遠藤利彦編著:アタッチメント. ミネルヴァ書房,2005 

田中康雄監修イラスト図解 発達障害の子どもの心と行動がわかる本 西東社 

成績評価 

基準・方法 

第 5回まで 60％:レポート提出 2回(➀:第 1～2回を踏まえて/➁第 3～5回を踏

まえて) 

第 6回～8回 40％:試験 

※レポート課題➀②は 1200〜1600文字とし,評価基準は以下とする。 

課題に対する記述の的確性/論理的構成/レファレンス資料の使用と的確性と出

典先の明示/文章の体裁(段落・句読点・誤字・脱字・主部と述部の対応・専門

用語の使用)/剽窃行為が無い/提出期限の遵守 

履修要件 なし 



留意事項 

その他 

講義順序・内容は変更することがあります(事前に告知します)。小児看護の臨

床において，アタッチメントに関する理解は欠かせません。 

テーマに合わせた講義(聴講)以外に,プレゼンテーション・ディスカッション・

レポートライティングで理解を深めましょう。 

実務経験のある教

員の教育方法 

看護師として小児病棟・小児科病棟および児童養護施設での経験を活かして講

義を行う。「アタッチメント」については,海外の知見や教員の研究データを元

に講義を行います。 

 


